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マグニチュードと震度 マグニチュードは地震エネルギーの「大きさ」を言い、数種あ
りますが、III際的には金森博雄カリフォルニアエ科大名誉教授らが考案した (1979年 )

計算式によるモーメントマグニチュー ド (正 しくはMw。 一般的には 1ヽで表す)が主流ですc[|

本では長年、気象庁マグニチュード (Mi)で )」[し てきましたが、規模が大きくなると数値の頭

打ち (飽和)か ら正しい計測ができず、東日本人震災でも2度修正し、11晏終的にはM、vにより

算出しました。一方、震度は|]本独自のもので「揺れの強さ」を表し、0～ 7の 10段階 (う ち5、

6はそれぞれ強弱2段階)あ ります。阪神淡路大震災後に地震計が開発(1996年 )さ れるまでは「体

感」で決めていましたこ

ミッドの免震装置 建物
の底部と基礎の間に、大

小 8種類計 81基掘えられていま

す=写真。天然ゴムと鉛を組み合

わせた積層緩衝型とダンパー型が

~11で
、自在に変型しながら地面の

揺れを吸収、 3分の 1～ 5分の 1

に弱めて建物へ伝えます。

闘

闘
地盤固め 地中の日い支持基盤まで

は約 20 nl、 この間に 138本 の極太
コンクリー |ヽ 枕 (先端は直径 41■ の拡底型)

が「現場打ち」されてtヽ ます ._周辺の1也壇駐も

上で |まなく石灰やセメン |ヽ で1古|め る化学的土

地改良 (深層混合処理工法)がほどこしてあ

り、i夜状化の心配もないといいます ,

M.M.MID SOtJARE:工 )去

拡底杭拡大図

T

70cm お気づきでしたか '1階のウ

インドウの tヽ くつかにあるこの表示

=写真.免震装置は地震を吸収するとき、あ

る程度揺れに従いながら水平移動します´そ

れにつれて建物自体も動くので “運動場
・'が

必要なわけですが、 ミッドスクエアの場合は

それを直径

70 cmタナも

設けてある

のです。3・

11で は北

西と南束を

結ぶ方向で

最 大 16c‖

の運動が記

録されただ

けでした。
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こCI建物は免震構造建物です

本建物は、大地震時の強t礎農書榊 しても
安全き設計となつてしヽます。

この建物は、地晨時1こ最大で70cmまでネ
==

自由に勁くことが出来るように擦射さネていますi

地震発生場1こ 13こ注意ください.


